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＜連絡事項＞
・本日の準夜チーフは相馬SGM→本川Nsへ変更となっています。
＜患者様連絡事項＞
・大久保　すい様～便秘時のシンラック液残数無い為、主治医へ報告し2本処方して頂く。
・飯田　修子様～便秘時のシンラック液残数無い為、主治医へ報告し2本処方して頂く。
・木村　格治様～臨時薬のリスペリドン内用液(0.5)2P　2×朝・夕食後が昨日夕分で処方切れの為、主治医へ報告。リスペリドン内用液(0.5)2P　2×朝・夕食後→(0.5)3P　3×毎食後へ変更となり、7日分処方(本日朝より服用)。
・矢崎　清三様～点滴本日分迄で処方切れあり。主治医へ報告し、絶食は続け、点滴4本/日→3本/日へ減量となり、2日分処方(15・16日分)となっている。
・下村　慶子様～ステロイド剤は本人拒否あるが、主治医より内服継続するようにとの事。
・金澤　貫蔵様～SWより連絡あり、ケアマネである、まゆすいの和久井氏より退院も近い為、本人の状態を確認する目的の面会希望あり。本日14:00来院され、上記面会・本人の状態確認・スタッフより病棟での生活状況等について情報提供行っている。
・木村　美智子様～深夜スタッフより左眼周囲の内出血を発見しているとの情報提供あり。主治医へ状態報告し意識レベルの変化に注意し経過観察の指示あり。
・名久井　光雄様～退院療養計画書に主治医より印鑑頂いている。又、診療情報提供書は作成途中である為、再度主治医へ依頼している。
・祐川　淳様～アルコールプログラムについて主治医へ確認し、病棟スタッフでスケジュール調整・作成後、開始の指示あり。

・西舘　力哉様～本日午後インフルエンザワクチン接種している。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。興奮・易怒性・声高さは無い。独語・妄想様の発言も聞かれず、対応も落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～20時～6時の時間隔離中。何かに固着した訴えは無い。飲水要求も過度となることは無い。自室にて臥床し過ごす事多い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。会話調の独語・スタッフへの脈絡の無い話し掛け・スタッフへの暴言聞かれている。拒薬は無い。食事も全量摂取されている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放観察中、ホワイトボードを破損させる事あり、10分程で開放観察終了している。室内にいる際もドア蹴りあり。又、流延も見られている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時の時間隔離中。表情は硬いが、特に訴え無く、自室にて過ごす事多い。幻聴に関しての発言も無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～両手・体幹身体拘束中。ケアに対して開眼はするがすぐに閉眼しており活気無し。体温は37.0℃前後でリネン調整中、他バイタルサインは異常無し。N-Gチューブの自己抜去なし。拘束部位の循環障害もみられない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。スタッフをみると話し掛けあり。バイタルサイン異常無く、経管栄養はゆっくり目に滴下しトラブル無く終了している。右腸骨部に発赤あり体位変換にて除圧している。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ19:00～8:00身体拘束中。ベッド上では下肢を動かし運動しており、一人でベッドから降りようとする事は無い。見守りにて車椅子に乗車し、テレビを観て過ごされている。トランスファー時、ふらつき無く車椅子に移っている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～バイタルサイン異常なし。食事はセッティングにて時間を掛けながらむせ込みなく全量摂取出来ている。体位変換時には疼痛訴えており、本人の動きに合わせて介入している。
・向井　敦子様～妄想様の発言は聞かれず、殆ど自室で過ごされている。対面時も気分の高揚さはなく落ち着いて過ごす事が出来ている。
・中居　松男様～食事はエンシュアリキッドやゼリー・ムース類等以外は摂取せず。介助への拒否はあるが、強い抵抗は無い。
・矢崎　清三様～主治医指示にて検尿実施。深夜帯から14:00迄では排尿トータル1190gあり。排便は無い。疎通は良好。
・佐藤　光子様～血圧高値は続くが自覚症状や不調の訴えは無い。腰痛あるが自制内。対面時も落ち着いている。
＜田名部Dr患者様診察情報＞
・瀧又　富造様～妻様来院され、主治医来棟後、家族面談実施。主治医より入院後の様子についてと今後の方向についての話をする。CT画像やHDS等の検査結果から、高度のアルツハイマー型認知症として、薬物治療を行っている事を説明する。現在は、情動面での不穏はないが、全体的な認知機能低下は持続している為、今後春以降の自宅退院を妻様は考えているとの事だが、介護保険は申請するように勧めており、妻様も了承されている。
　　　　　　　　臨時薬メマリー(15)→(20)に増薬となる。
・袴田　将志様～本日よりＯＴ再開となる。臨時薬コントミン(50)１Ｔ→フルメジン(1)１Ｔに変更となり他同内容で7日分処方となる。
・澤村　彬様～臨時薬フルメジン(1)２Ｔ　２×朝夕後が追加となる。他同内容で7日分処方となる。

・高屋敷　良子様～臨時薬ブロチゾラム(0.25)１Ｔ→二トラゼパム（5）１Ｔへ変更となり、他同内容で7日分処方となる。
・小澤　和子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・工藤　悦子様～臨時薬同内容にて7日分処方となる。
＜土井Dr皮膚科診察情報＞
・夏坂　浩美様～仙骨部、踵部の褥瘡治癒の為、処置終了。
・見付　幸一様～①仙骨部：ポケット形成、分泌部多い→処置1日2回
　　　　　　　　②腰椎部：乾燥痂皮あり
①②ゲーベンクリーム塗布+ガーゼ保護
・下村　慶子様～右足背：血泡を穿刺して内用液排出。底部の上皮化進行している。
　　　　　　　　アズノール軟膏塗布+ガーゼ保護
・飯田　修子様～脱毛治癒の為処置終了。
・泉山　紀子様～頭部から肩にかけて掻痒感あり。同処置継続。
・藤嶋　孝光様～臀部から尾骨部：掻痕、表皮剥離あり。同処置継続。
・木村　美智子様～趾の爪：特変無し、同処置継続。
・矢崎　清三様～①両手、両足　②両上肢：特変無し。同処置継続。
・金澤　貫蔵様～①右第一趾、②左下腿：特変無し。同処置継続。
・水梨　孝純様～右足底：特変無し。同処置継続。

